
〔研究ノート〕

“
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　“会”と共起しうる〈動作〉

四　結　　論

白　木 通

　　　　　　　　　　　　一　はじめに

　従来，“会”を用いた可能表現は，大きく二つに分類されてきた。いわゆ

る「動作・行為の可能」と「可能性・蓋然性」である。

　ここでは，「動作・行為の可能」を考察の対象とする。

　また，動詞の表わす，動作・行為・変化・作用を，本稿では〈動作〉と称

する。

　　　　二　“会”についての従来の記述とその問題点

　動作・行為の可能を表わすとされる“会”は，従来次のように記述されて

きた。

　⑦　「“会”表示通辻学♪J掌握一仲技能」〔北京語言学院新編新中国語く基iti〈

　　i！｝浬本》日本語版2．’82．1）

　㊦　「1．憧得志祥倣或有能力倣某事。2．善干倣某事」（昌叔湘編ア現代，え川
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八百汕d’81．

　⑦について

　⑦の記述を⑤「学習を通じて身につけた」（“会”の意味）と，⑤「ある種

の技能」（〈動作〉の内容）の二点に一応分離できるものとする。これは，

“会”に後続する〈動作〉とこの「技能」の関係をあいまいにしたまま論を進

めないため，あえてとった手続きである。例文を挙げて，⑤・⑤を検討する。

　　①　弦子会笑了。（r中国語」’91．1）

　　②　他（祥子）一天到晩只知道志祥把最后的力笥放在手上脚上，心中成

　　　了挟空白。……

　　　　路牝！　祥子的心一劫，忽然的他会思想了，好像迷了路的人忽然我

　　　到一介熟LH的椋記，把一切都扱快的想了起来。（老舎酪牝祥子D

　　③　黄瓜等美是会爬蔓子的植物。（1：彬工『呼11河停：）

　　④　人生来都会睡。

　⑤　“会”は「学習を通じて身につけた」ことを表わすのか

　例文①・②の場合も，「学習を通じて身につけた」とは言い難いが，“了”

によって，〈動作〉が身についたという変化が表わされており，そこに⑤の

ような解釈が入りこむ余地がまったくないとは言えない。しかし，③・④は

生れつきの〈動作〉であって，⑤のような解釈の入りこむ余地はまったくな

い。はじめから「身についている」のである。

　また学習を通じて身につけたと推定される〈動作〉も，すでに修得し，そ

の結果現在「身についている」ことのみを述べるときは，

　　⑤　他会游泳。

「身につけた」という未修得の状態から修得している状態への変化を明示す

るときは，次のようになる。

　　⑤’他会游泳了。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕“会”の意味（白木）

　以上にみたように，“会”そのものに「学習を通じて身につけた」という

意味はなく，〈動作〉が「身についている」ことを表わしているのみである。

　⑤〈動作〉は「ある種の技能」か

　「技能」とは，「技芸を行う腕まえ」（弦辞苑D，「物事を行う腕まえ」（小

学館掴語大辞典』），「掌握和這用て汀］技木的能力」（r現代；’（i、嗣典』）とある。

これらの記述から，「技能」とは，「腕まえ」や「能力」であって，動作・行

為そのものではない。従って，当然ながら“会”に後続する〈動作〉が，

「技能」ではないということが確認できる。

　更に，〈動作〉は『現代汲i吾洞典』にあるように，「専門的技術」と言える

動作・行為であろうか。①～④の例のように，そうとぼかりは言えない。そ

れどころか，“笑”，“思想”，“睡”は，技術的な動作・行為とも一般には言

わない。ここにも問題がある。

　ここで先に手続きとして分離した“会”の意味との関係をもう一度とらえ

なおしてみる。“会”に，「〈動作〉を行う技能がある」という意味があるの

か。“笑”，“思想”，“睡”という〈動作〉を行うのに技能は不必要であろう。

「“会”は〈動作〉を行う技能があることを表わす」と定義づけることは無理

である。ただ，人間が，ある〈動作〉を意識的に身につける場面では，すべ

ての〈動作〉を知的に理解し，身体的に訓練するという過程を通る。いわゆ

る「やり方が解って」，「身体も覚える」という二要素に分析できよう。意識

的に身につけた〈動作〉　　生来身についていたのではない，ほとんどの

〈動作〉　　が，「身についている」ということをあえて分析的に言えぽ，こ

の二要素が身についているとも言えよう。だがこれをもって身につけた〈動

作〉を「技能」だと言うことはできない。

　以上，⑦の検討を通じて，“会”は，「（動作主には〈動作〉が）身につい

ている」という意味を表わす，という結論が得られた。
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　㊥について

　◎の記述は，すべて“会”の意味にかかわるものであり，⑥（〈動作〉を）

どのように行うかが解っている，⑥（〈動作〉を行う）能力がある，⑥（〈動

作〉を行うのが）上手だ，の三点に整理される。

　この三点と，⑦の検討によって得られた“会”の意味「（動作主にぱ〈動

作〉が）身についている」との関係を考えながら，◎を検討してみよう。

　⑥・⑥について

　　⑥　他会升汽卒。

　この⑥の例文は，⑥’「彼は自動車の運転をどのように行うかが解ってい

る」とも，⑥’「彼は自動車の運転を行う能力がある」とも解釈できる。

　ところで，自動車の説明書を読んで，運転の仕方を十分納得したとして

も，⑥のようには表現できない。実際に運転を修得してはじめて⑥のように

“会”を使って表現するのである。また，彼が一定水準以上の知的能力・運

動能力を備えていて，訓練すれぽ運転できる能力がある場合にも，⑥のよう

に“会”を使って表現することはできない。やはり，彼がすでに運転を修得

していてはじめて，⑥のように表現することができるのである。

　一般化して言えぽ，

　「（〈動作〉が）身についている」

　　　→⑥「どのように行うかが解っている」

　「（〈動作〉が）身についている」

　　　→⑥「行う能力がある」

　上記は，無条件に成立するが，逆は成立しない。◎・⑥の解釈は，situ・

ation，　contextによって「身についている」ことについての視点のおき方が

変わることによって生ずるものと思われる。

　　⑥’他原来会ff汽乍，但現在患了神鋒衰弱病，不能汗了。

　　　　（彼は本来は自動車の運転の仕方が解っている　　運転の心得があ
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　　る　　のだが，今ノイローゼにかかっていて運転できない）

⑥”他彼能干，逐会升汽牟。我推？4他。

　　（彼は大変やり手で，それに自動車の運転もできる。私は彼を推薦

　　します）

　⑥について

　では，「（〈動作〉が）身についている」と，⑥（〈動作〉を行うのが）上手

だ，との関係はどうであろうか。これは日本語からも容易に類推できること

である。

　　⑦他会況活。（彼は話すのが身についている→口のきき方を心得てい

　　　る→話が上手だ）

　　⑧　他会妥京西。（彼は買物をするのが身についている→買物の仕方を

　　　心得ている→買物が上手だ）

　ここで，従来の記述に明示されていなかった“会”の意味が明らかになっ

てくる。すなわち，“会”と話者が口にするとき，そこにはすでに話者の判

断が含まれているという単純な事実をあらためて確認する必要が生ずる。

“〈動作主〉が，何らかの〈動作〉をする”ということを単に事実としてのみ

述べるとき，“会”は用いられない（“他ff汽卒”）。話者が，その事実をふま

え，「〈動作主〉に〈動作〉が身についている」と判断して，はじめて“会”

が用いられる（“他会升汽乍”）。

　つまり，⑥「上手だ」と“会”が解釈されるのは，誰しもが行うと考えら

れる〈動作〉にあえて“会”を用いることによって，話者の判断を加えてい

るためである。

　ここには，社会的・文化的環境，社会的背景，場面・文脈における話者の

コトガラに対するかかわり，あるいは判断・主張などが含まれている。例え

ぽ，ジャーナリストを評価して，「彼は英会話ができる」と言えぽ，相当の

水準に達していると普通考えられるし，中学生ならぽ，ちょっとした日常会
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話を思いうかべたりするものだ。

　誰もが行うと考えられる〈動作〉にあえて“会”を使う場面でも，⑥「上

手だ」に解釈されない場面がある。

　第一に，〈動作〉の未修得の状態から修得された状態へと変化する場面で

あるが，この場合は，“会”が語気助詞“了”と共起することが多い。例文

①“核子会笑了”子供が笑顔をみせるようになったことをこのように表現す

る。

　　①会況会笑。

①’は，同じ“会笑”でも，人に接して愛想がよいことを表現しており，⑥

の意味である。

　　⑨　他会況活了。

　　⑨’他会i兄活。

⑨は，口のきけなかった“他”が，口がきけるようになった事態を判断し

て，⑨’は一般には話がうまいことを表現している。

　第三に，例文③・④のような場合である。

　　③　黄瓜等美是会爬蔓子的植物。

　　④　人生来都会睡。

③・④のように生まれつき当然できることに“会”を用いて「身についてい

る」と話者の判断を加えれぽ，そういうものだと主張することになる。ただ

し，当然ながら次の例文⑬の場合は，⑥「上手だ」と解釈される。

　　⑩　会睡覚才算況会工作。

　　　　（睡眠がうまくとれてこそ仕事もできるというものだ）

　以上，⑦，◎の検討により得られた“会”の意味は次のようになると考え

る。

　「（動作主には〈動作〉が）身についていると話者が判断した」ことを表

　わす。
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〔研究ノート〕“会”の意味（白木）

三　“会”と共起しうる〈動作〉

　このことについては，相原茂（r中国語』’91．1），岡部謙治（rこの中国語はな

・ぜ誤りか』’90．9．10）の論及がある。以下これらをもとに，いわゆる〈動作〉

について検討していく。

　⑦〈動作〉は，「『カタチの裏付けを伴う』ことと同時に『修得

　　　以前と以後の非連続性に支えられている』ことを要する」か

　相原は，“会”の適用可能な〈動作〉を上記⑦のように限定し，この二点

を同時に満足させられない〈動作〉を含むため，非文になるとする例を挙げ

ている。以下この例を取り上げて検討する。

　＊⑪　弦子会実了。

　＊⑫　該子会睡了。

　＊⑬　弦子会看了。

　＊⑭　核子会所了。

　＊⑮　他会所中文f’“ms。

　＊⑯　他会看中文報1）。

　⑪～⑭は，人が乳幼児期に，動作・行為を身につけるというsituation

で，“核子会爬了”“弦子会砧了”“核子会悦活了”などの例文と同列におい

て，非文の例とされている。子供は，ハイハイできるようになったり，立て

るようになったり，口がきけるようになるのと同様，泣けるようになった

り，眼がみえるようになったり，耳が聞こえるようになるわけではない。い

ずれも生まれつき備わっていることだからである。⑪～⑭が非文なのは，

“芙”“睡”“看”“所”という〈動作〉のためではなく，まずこのsituation

のためである。

　⑪“実”，⑫“睡”は別のsituationのもとでは“会”と共起する。
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　　⑪’女人（絶望了）達果都不会了。‘王安i乙一荒山之恋t

　　⑫　人生来都会睡。

　⑪’は否定文であるが，“了”によって表わされる変化が生じる前は“会

実”の状態であったことを暗示している。⑫は特に説明の必要はない。

　⑬・⑭は，相原は，生来の能力について言っているが，それは“看兄”

（眼がみえる），“Pfi　ynL”（耳が聞こえる）という，「動詞＋補語」構造で表わ

される。⑬・⑭と同じsituationであれぽ当然非文である。

　＊⑬核子会看兄了。

　＊⑭’核子会折児了。

　では“会”と“看児”・“折児”は共起しうるであろうか。生まれつき，あ

るいは病気などで眼がみえない，耳が聞こえなかった状態から，みえる，聞

こえるようになった場合，この場合はsituationとしてはありうるが，次

のように表現し，“会”は使えない。この点については後でふれる。

　　⑬”速介人本来是介膳子。現在治好了，能看YML（看得児）了。

　　⑭”遠↑人本来是介僅子。現在治好了，能折児（所得児）了。

　⑮・⑯は，生まれつきの能力を問題にしたものではなく，外国語を聞いた

り，読んだりすることを問題にしたものである。⑮・⑯の例文は非文ではな

いとする中国語話者もある。また中国語を理解できることを明確にするため

には，⑮“能所”を“能所憧”に，⑯“能看”を“能看憧”にする方が適切

だという中国語話者もある。⑰はよく言うことだと例挙された中国語話者も

ある。

　　⑰　弦子会看報了。

　また“看”“所”は一般に誰もがする〈動作〉であり，次のような場合，

成立するが，前述したように「心得ている　　上手だ」の意味に解釈され

る。

　　⑱　他会看中国画⊥。

　　⑲　会況的不如会折的；会所的不如会看的。／浩然つ絶m天e［）
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　以上のように，⑪～⑭は，まず場面として成立しない文であること，そし

て，“果”，“睡”は場面によっては“会”と共起が可能であることがわかっ

た。また，⑮・⑯は，非文か否かに疑問があり，すべて論拠とはなりえない

ものと考える。また，例文②“思想”のような例のあることもつけ加えてお

く。

　しかし，“会”に後続する〈動作〉が，相原の見解のように「カタチの異

付けを伴う」ことと同時に「修得以前と以後の非連続性に支えられている」

ものが多いことはまちがいのないところである。それは，動作・行為が，も

ともと眼でたしかめられることが多いからである。そして，人間の場合，大

部分の動作・行為は生まれつき身についているものでなく，習得するもので

あり，そのときに，修得以前と以後の非連続性が存在するはずのものだから

である。

　⇔　“会”と共起しえない〈動作〉とその理由

　相原は，「“会”は〈技能〉の初歩的な習得が果せれぽすぐに適用可能であ

る」ことと，“彼”や“真”などによる“会”の修飾が不可能な「典型的な

〈技能型〉行為」のみに〈動作〉の範囲を限定するという前提の上に立って，

「〈習得した技能の深浅〉を問題にする時は，もはや“会”ではなく“能”の

登場となる」と述べている。

　岡部は，「一定の程度，水準に達していて，そこまで〈できる〉という場

合には“能”を用いる」と述べている。また「“会”は“彼”のような程度

副詞で修飾すると〈上手である〉〈得意である〉となる」と述べ，程度副詞

による修飾が不可能な“会”と別扱いしている。

　まず，両者ともに，“会”が使えない〈動作〉の可能を表わす文を検討す

る際，「上手だ」と解釈される“会”を，「習得している」と解釈される“会”

と別物に扱っていることについて，筆者の考えを述べる。ここでこの問題を

再度取り上げるのは，十分に習得している場合は“会”ではなく，“能”で
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あるかのように考えるのは誤解であることを明らかにしたいためである。

　結論から言えぽ，一，㊥，⑥で述べたように，「上手だ」すなわち，いお

ぽ「能力の程度が高い」と，“会”が解釈されるのは，誰しもが行うと考え

られる〈動作〉にあえて“会”によって「身についている」と判断を加える

ためである。同じ〈動作〉でも，それが「上手だ」と解釈できるか，ただ

「修得している」と解釈できるかは，situation，　contextにおける話者の主

張によるものなのである。“悦活”という〈動作〉を例にとってみよう。

　　⑳　遠核子説活。

　　⑳’遠弦子況活了。

　　⑳　迭核子会況活。

　　⑳送弦子会況話了。

　　⑳　迭核子真会説話！

　　㊧’速弦子真会悦活了！

　上記の例文⑳・⑳には“会”による話者の判断はない。⑳・⑳は，口を

ききはじめた乳幼児が〈動作主〉である場合と，何でもしゃべれるようにな

った子供が〈動作主〉の場合では，ニュアンスが異なってくる。前者の場合

は，⑳“口がきける”，⑳’“口がきけるようになった”，後者の場合，⑳“口

のきき方を心得ている　上手に話ができる”，⑳“口のきき方を心得るよう

になった　上手に話ができるようになった”という意味で使われることが

多いと思われる。⑳・⑳’は，口がうまいという意味である。

　このように，“会”はどんなつたない〈動作〉しか身につけていないとき

にも適用可能であると同時に，相当にうまいときにも適用可能なのである。

しかも，その判断は最終的には話者が下すものであり，あえて言えぽ，絶対

的な客観的基準はないのである。「マンマ」と子供が言うようになったら，

「口がきけるようになった」とするのが人情であろうが，「そんなもの口がき

ける部類に入らない」と判断することもできるのである。中国語学習者が，

あいさつ程度の中国語ができるようになったとき，「我只会況一点汲｝吾」と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕“会”の意味（白木）

言うのが常に適当であって，「我不会悦汲悟」が常に不適当であるとは言え

ない。situationと話者の判断・主張によってそれは決まるのである。

　また，「技能の初歩的習得」と言っても，その基準ははっきりせず，そも

そも程度を問題にするのは，“会”ではなく，“能”であるという主張だった

はずである。“会”はやはり，二で得られた結論，「（動作主には〈動作〉が）

身についていると話者が判断した」ことを表わすという意味に限定してこ

そ，具体的な問題を合理的に説明しうると考える。

　両者の例挙する例文を具体的に検討してみよう。

　＊⑳　他会游五百米。

　＊⑭　他一分神会打七百介字。

　⑳・⑭は，ともに「効率」を問題にしているのであって，“游”，“打字”

という〈動作〉が身についているか否かを問題にしているのではない。

　＊⑳　他病全好了，会走路了。

　病気によって一時的に実際の行為が妨げられたとしても，「身についてい

る」歩行のやり方を忘れたわけではないので，“会走路了”とあらためて修

得したようには言わない。しかし，例文②のように，“心中成了快空白”と

なり，頭を働かすことが，どういうことかをいったん忘れてしまい，またあ

らためて習得しなおしたのだと話者が判断した場合は，“会思想了”と言う

ことが可能である。

　＊⑳　休会抽牡丹牌香姻喝？

　＊⑰　休会喝ロ卑酒円？

　＊㊧　我会看了中国的報紙。

　＊⑳　速些汲字他都会写対了。

　＊⑳　現在他達北京方言都会折憧了。

　⑳・⑰では，酒やタバコのあれやこれやをのむのまないは，嗜好や習慣的

な意味で「身についている」か否かであり，〈動作〉が「身についている」

か否かを問題にする“会”は用いられないのである。
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　⑱～⑳が非文であるのは，「基本的技能のクリア」の上に立って個別の問

題を言うときぱ“会”は用いられないという理由によるものではない。以下

はすべて成立する。

　　⑳’我会看中国的報多氏了。

　　⑳速些江字他都会写。

　　⑳’現在他達北京方言都会説。

　問題の所在は，⑳“看了”（読んだ），⑳“写対了”（正しく書いた），⑳

“折憧了”（聞いて理解した）にある。これらは，具体的な場面における一回

かぎりの〈動作〉あるいは〈動作〉とその結果が，実際に生起したこと，あ

るいは生起したと想定することを表わしている。ある〈動作〉が「身につい

ている」ことを言うのに，その〈動作〉が，時間的・空間的具体性をもつこ

とはありえない。“会”は語彙的にも，瞬時に終って反復不可能の〈動作〉

を表わす“死”“出友”“消フく”“来”“去”などと共起しえないし，文法的に

も，動詞の態を表わす要素，動詞接尾辞“一了”“一着”“一辻”，結果補語（先

に述べた“石児”“折児”はこの例である），方向補語，程度補語や，動量詞を構

成要素とする〈動作〉とは共起しえない。ただし，“（小説家）就是会写出故

事来的人呪”（小説家っていうのは，お話を創作することのできる人のこと

だよ）（映画「城南旧事」）のように，“写出来”が“創作する”という意味で，

時空の制約を受けない場合は可能である。

　＊⑳　他会教休川江悟。

　＊⑫　角1在明天的炊迎会上会唱歌叫？

　＊⑬　休今天会游泳喝？

　⑳“教江iバという〈動作〉の対象に具体的な人間がいて，その集団を教

えるのに，特に何かの〈動作〉を「身につけている」必要があるとは考えに

くいためと思おれる。

　⑫“明天的炊迎会上”，⑬“今天”という具体的な時間・場面の設定が，

〈動作〉を具体的時空のものに限定しているためである。

　186　　　　　　　　　　　　　　－12一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕“会”の意味（白木）

　＊⑭　休会写一下汲字呵？

　　⑭’休能写一下渓字喝？　（ちょっと漢字を書いてみて下さいません

　　　か？）

　⑭’は，「能＋V＋“一下”＋0＋呵？」で，相手を配慮して意向をたずねる

かたちとなっている。〈動作〉が「身についている」ことを表わす“会”の

入りこむ余地はまったくない。

　　⑮　我会升小汽牟，不会升大汽牟。

　　⑳　我会用中文写信了。

　⑮・⑯は非文として挙げられているが非文ではない。

四　結 論

　以上みてきたように，“会”の意味は，「（動作主は〈動作〉が）身につい

ていると話者が判断した」ことを表わしている。基本的にはこれだけであ

り，「どのように行うかが解っている」，「（ある事を行う）能力を持ってい

る」，「（ある事を行うのが）上手だ」等のニュアンスは，“会”の後続の〈動

作〉，場面・文脈，話者の判断・主張によって，“会”の意味のある側面に焦

点があたるためである。

　従って，“会”に後続する〈動作〉は，語彙的意味において不適切なもの

はもちろん，時間・空間によって支配されるもの，瞬時に終ったり，変化そ

のものを表わす〈動作〉とは共起しえないのは言うまでもない。

　　　〔注〕

　　1）例文⑮・⑯は，相原氏の記述では「“能”の方を用いる」として“能”の例文が

　　挙げられている。
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